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七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定結果
　９月7日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結果、以下のと
おりとなりました。
　平成25年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSvを超えないよ
うに管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。
　※仮置き場内の４点を定点とし測定しています。

仮置き場の空間線量の推移 ○地下水の測定結果

●お問い合わせ
　総務課　☎３７－２１１１（担当:渡部）

単位:Bq/kg�　
調査項目 測定値

放射性ヨウ素
（Ｉ－131） 不検出

放射性セシウム
（Cs－134） 不検出

放射性セシウム
（Cs－137） 不検出

測定開始時から不検出となっています。
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七ヶ宿町放射性物質除去土壌仮置き場の放射能測定について 
 
 柏木山放牧場に隣接する仮置き場の測定結果をお知らせします。 
 令和３年９月 7 日に柏木山放牧場の空間放射線量及び地下水放射性物質量を測定した結
果、以下のとおりとなりました。 
 平成２５年５月から空間線量を測定していますが、追加被ばく量が年間１ｍSv を超えな
いように管理され仮置き場が安全に保たれていることを表しています。 
※ 仮置き場内の４点を定点とし測定しています。 
 
 

仮仮置置きき場場のの空空間間線線量量のの推推移移  
  

  
  
  

○地下水の測定結果 
 単位:Bq/kg 

調査項目 測定値 
放射性ヨウ素(I－131) 不検出 
放射性セシウム(Cs－134) 不検出 
放射性セシウム(Cs－137) 不検出 

   
測定開始時から不検出となっています。 

 
○お問い合わせ 総務課 ☏３７－２１１１(担当：渡部) 
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お 詫 び と 訂 正

七ヶ宿町縁結びサポート事業七ヶ宿町縁結びサポート事業

　令和３年９月号「広報しちかしゅく」５ページ「国民年金からのお知らせ」に掲載しておりまし
た大河原年金事務所の電話番号について誤りがありましたので、お詫びのうえ訂正します。大
河原年金事務所へのお問い合わせについては下記の電話番号におかけいただきますようお願い
します。

☎０２２４－５１－３１１１　(自動音声案内)

●お問い合わせ　　町民税務課　☎３７－２１１４（担当：熊谷）

　婚活のプロとともに最良のパートナーを探してみませんか。民間の結婚相談所の結婚相手紹
介サービスを利用し、専任の婚活コンシェルジュとともに一年以内の成婚を目指す事業です。

●対　　象　町内に住む20歳以上の方で、結婚後も町内に住む意思のある方。
●費　　用　「入会金・活動サポート費・月会費」が全額無料で自己負担はありません。
●定　　員　８名
●申込方法　マリッジ株式会社へ右のQRコード又は電話でお申し込みください。　　　　　
　　　　　　ご相談も随時承っておりますので、お気軽にお問い合わせください。
　　　　　　マリッジ株式会社　☎０２２－２６６－１７８８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （マリッジ株式会社　HP）

●お問合せ先　　町民税務課町民係　☎３７－２１１４（担当：熊谷）

10月は「年次有給休暇取得促進期間」です
　10月は「年次有給休暇取得促進期間」です。年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取
り組みましょう。
　新型コロナウイルス感染症対策として、新しい生活様式が求められる中、新しい働き方・
休み方を実践するためには、計画的な業務運営や休暇の分散化にも資する年次有給休暇の計
画的付与制度や、労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する時間単位の年
次有給休暇制度の導入が効果的です。
　詳しくは、宮城労働局雇用環境・均等室にお問い合わせください。

●お問い合わせ　　宮城労働局雇用環境・均等室　☎０２２（２９９）８８４４

運動期間　〜 11月30日（火）まで〜
農作業安全確認運動のテーマ　「見直そう！農業機械作業の安全対策」

　稲刈り作業が本格的にスタートしました。農作業時間が増えるにともなって農業機械による
事故が発生しています。農作業中の事故を未然に防ぐため、次のことに注意し、安全な農作業
を心がけましょう。
　●適正な技能や免許等の資格を取得しよう！
　●作業に応じ安全に配慮した服装や保護具等を着用しよう！
　●機械や刃物等の日常点検・整備・保管を適切に実施しよう！
　●４S（整理・整頓・清潔・清掃）活動を実施しよう！
　●軽微な事故事例やヒヤリ・ハット事例を分析し、再発防止策を考えよう！
　●事故発生時の対応（救護・搬送・連絡）を考えよう！

●お問い合わせ　　農林建設課　☎３７－２１１３（担当：山田）

農作業の安全確認運動にご協力ください！


